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～～～～    東日本東日本東日本東日本ではではではでは    「「「「くしのくしのくしのくしの歯歯歯歯」」」」    作戦作戦作戦作戦でででで早期復旧早期復旧早期復旧早期復旧    ～～～～    

東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災でのでのでのでの教訓教訓教訓教訓    

2011.3.11 巨大津波で被災した東北地方の沿岸部は、東北自

動車道や国道４号を中心として、内陸に縦軸のラインを確保し、

その後、太平洋沿岸地区へのアクセスとして横軸ラインを確保し

た。ここまで発災から４日間 【関連記事は裏面参照】 

伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道都市計画原案都市計画原案都市計画原案都市計画原案説明会説明会説明会説明会はじまるはじまるはじまるはじまる    
（（（（    開催開催開催開催のののの日程日程日程日程はははは、、、、６６６６月月月月１１１１日発行日発行日発行日発行のののの    「「「「広報広報広報広報しもだしもだしもだしもだ」」」」    でおでおでおでお知知知知らせしますらせしますらせしますらせします    ））））    

 H18.3H18.3H18.3H18.3    マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン    

平成１８年３月に 伊豆縦貫自動車道や第３次被害想定

を加味した、「あるいて楽しいまちづくり」の実現を目指して

下田市都市計画下田市都市計画下田市都市計画下田市都市計画マスタープランマスタープランマスタープランマスタープランを改訂しました。 
がががが、、、、しかししかししかししかし    

東日本大震災 

H23.3.11 

南海トラフ巨大地震

モデル（H=25.3ｍ） 

第４次被害想定 

（H25.6 公表） 

マスタープラン改訂後に東日本大震災が発生し、南

海トラフ巨大地震モデルでの津波高が公表され、防

災のまちづくりを加味したマスタープラン作成が必要

になった。 

下田市庁舎移転 

防災施設 

土地利用 

道路網 

商業まちづくり 

新新新新マスタープランマスタープランマスタープランマスタープラン H27.9H27.9H27.9H27.9 予定予定予定予定    

河津河津河津河津 ICICICIC    

 

東日本大震災では、「くしの歯」作戦と呼ばれる復旧作業で迅速な救援活動が行われました。この作戦を可能にしたのは、高規格

幹線道路が存在したからです。では、今の下田に同規模の大震災が発生したら、どうでしょう？高規格幹線道路が無い下田では、

救援活動に想像出来ない程の日数がかかります。「もう待っては、いられない！」下田には伊豆縦貫道が必要です。 

～平成 24年５月発行

「「「「もうもうもうもう待待待待てないてないてないてない！！！！」」」」災災災災害害害害にににに強強強強いいいい伊豆縦貫道伊豆縦貫道伊豆縦貫道伊豆縦貫道    
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マスタープランは、「まち

の設計図」伊豆縦貫道の交

通体系、土地利用等に深く

関わっています。 
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伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道伊豆縦貫自動車道    概要図概要図概要図概要図    

下田下田下田下田 ICICICIC    

下田北下田北下田北下田北 ICICICIC    



 
ご意見・お問い合わせは  下田市役所 建設課 伊豆縦貫道係  E-mail：kensetsu@city.shimoda.shizuoka.jp 

迅速迅速迅速迅速なななな緊急対応緊急対応緊急対応緊急対応をををを可可可可能能能能にしたにしたにしたにした    「「「「くしのくしのくしのくしの歯歯歯歯」」」」    作戦作戦作戦作戦    

 

 

 宮城県内の三陸縦貫自動車道（一部開通区間）は、過去の津

波浸水域よりも山側に位置するように高台ルートや、高架橋構造

として高い位置に計画されました。 

そのため、東日本大震災では、津波の被害はなく、道路として

の機能を保持し、東北縦貫自動車道とともに、被災地の救助・救

援活動のアクセス道路や救援物資の緊急輸送路として、大きな

役割を発揮しました。 

 

 本来の機能は道路としてですが、津波発生時には、緊急的

に地域住民が盛土部分を駆け上がり無事でした。また、小中

学校の生徒は一部道路を避難経路として活用し、避難時間

が短縮し無事でした。 

 

※過去の津波を考慮して道路を高台に計画 

▼国道４５号（釜石市内） 

（海岸線沿いの国道） 

▼三陸縦貫自動車道 

（一般国道自動車専用道路） 

 

三 陸 縦 貫 自 動 車 道 の 果 し た 役 割 

 

① 高規格幹線道路は災害に強い道路であった！ 

② 副次的に緊急避難路として活用が可能に！ 


